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補
助
金
を
交
付
し
ま
す

生
ご
み
処
理
機
な
ど
の
購

入
に

　
ご
み
の
減
量
化
の
一
環
と
し
て
、

市
で
は
生
ご
み
堆
肥
化
容
器
や
電
動

生
ご
み
処
理
機
を
購
入
し
た
人
に
、

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
／
市
内
に
住
所
の
あ
る
世
帯
の

世
帯
主

要
件
／
●
世
帯
全
員
が
市
税
に
滞
納

が
な
い
こ
と　
●
市
内
の
販
売
店
か

ら
購
入
し
た
も
の　
●
容
器
の
有
効

容
量
は
２
０
０
ℓ
以
上
で
、
ふ
た
付

き（
臭
気
発
散
防
止
）の
も
の

補
助
額
／
●
生
ご
み
堆
肥
化
容
器
… 

購
入
価
格
の
３
分
の
１
の
額（
１
、

５
０
０
円
限
度
）　

●
電
動
生
ご
み

処
理
機
…
購
入
価
格
の
３
分
の
１
の

額（
１
５
、
０
０
０
円
限
度
）

※
生
ご
み
堆
肥
化
容
器
は
１
世
帯
２

基
ま
で
、
電
動
生
ご
み
処
理
機
は

１
世
帯
１
基
ま
で
。

問
環
境
課
環
境
政
策
班（
☎
62
‐

５
３
２
８
）

み
ん
な
で
取
り
組
む
環
境
美
化

「
秋
の
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
」を

実
施
し
ま
す

　
ご
み
の
散
乱
防
止
と
再
資
源
化
促

進
の
普
及
啓
発
を
目
的
と
し
て
、
市

内
一
斉
に
秋
の
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
を
実

http://www.hospital.asahi.chiba.jp/

すので活用してください。なお受付時間は、平日の午前
８時30分〜午後５時15分です。

高めよう健康意識「第50回市民健康講座」開催
　健康への関心を高めてもらうため、定期的に市民健康
講座を開催しています。誰でも無料で参加できます。
日時／９月６日（土）　午後２時〜４時
※午後１時20分ＪＲ旭駅発、旭中央病院行きバスあり。
場所／本館３階しおさいホール
講座内容
「足首、足の病気について」（整形外科：山口智志医師）
　足首や足に痛みのある患者さんは多いのですが、治療
をしていない人もいるようです。比較的よくある足の病
気と、その治療法について分かりやすく解説します。
「糖尿病をみんなで治そう」（糖尿病代謝内科：横尾英孝
医師）
　糖尿病は無症状のうちに血管が傷む病気で、世界中で
爆発的に増えています。新しい薬や予防法、治療全般に
ついて解説します。
問旭中央病院（☎63-8111・代表）

かかりつけ医からの紹介状を持参してください
　国は、医療機関の役割分担を推進しており、当院のよ
うなベッド数が500床以上の病院は、紹介患者さんを中
心とした診療を行うことが求められています。
　このため当院では、日常的な診療はかかりつけ医で
行ってもらい、より専門的な検査や治療が必要となった
場合には、かかりつけ医からの当院宛ての紹介状を持っ
て受診してもらうようお願いしています。
　また治療が終わり、病状が安定した患者さんには、紹
介患者センターにて近くの医療機関などを紹介する、逆
紹介を行っています。紹介患者センターはこのほか、紹
介・逆紹介に関する相談や、かかりつけ医を探している
患者さんに、近くのクリニックや診療所を案内していま

施
し
ま
す
。

　
道
路
や
公
園
な
ど
に
落
ち
て
い
る

ご
み
を
集
め
、
き
れ
い
な
旭
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
９
月
28
日
（日）　
午
前
８
時
〜

※
当
日
は
、
午
前
７
時
に
防
災
無
線

で
周
知
し
ま
す
。

〈
注
意
事
項
〉

●
集
め
た
ご
み
は
、
缶
、
瓶
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
、
燃
え
る
ご
み
、
燃
え

な
い
ご
み
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
別

の
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

●
家
庭
に
あ
る
ご
み
は
、
絶
対
に
出

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
集
合
場
所
や
ご
み
の
集
積
場
所
は
、

区
ま
た
は
実
施
す
る
団
体
な
ど
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課
環
境
美
化
班（
☎
62
‐
５

３
２
９
）

たくさんのごみが拾い集められる

　秋の全国交通安全運動を９月21日（日）〜30日
（火）まで、全国一斉に実施します。
　運動期間中の９月30日は「交通事故死ゼロを目指
す日」です。皆さん一人一人が交通安全を考えて行動
し、悲惨な交通死亡事故をなくしていきましょう。
運動の重点目標
１．子どもと高齢者の交通事故防止
２．�夕暮れどきと夜間の歩行中・自転車乗用中の交

通事故防止（反射材用品などの着用の推進と自転
車前照灯の点灯の徹底）

３．�全ての座席のシートベルトとチャイルドシート
の正しい着用の徹底

４．飲酒運転の根絶
問市民生活課市民生活支援班（☎62-5396）

身につけた？　ルールとマナーと　反射材

秋の全国交通安全運動実施
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